名古屋刑務所の見学の想起
文責：福本舞子

＜名古屋刑務所のデータ＞
刑期…大体3年4カ月
入所…初：468人(20.8%)、2~9：10%ずつくらい　40%がやくざ
１財産犯(39.4%)　２薬物犯(32.8%)　３組織犯(7.4%)　４凶悪犯(9.8%)　５性犯(3.6%)
半年・1年で出て行っても戻ってくる
外国人193→365　増加中

アジア(55%)　アフリカ(3%)　中国(43%)　ブラジル・イラン多い
平均年齢…46.5歳
最高年齢…85歳
医療センターでもある(全国で200くらいある)　人工透析17人できるようになっている
現在10人が人工透析しており、医師が9人、非常勤が10人と充実している　
＜本・雑誌・テレビ＞
級によっては、本や雑誌などを自由に購入できる人もいる(雑誌はほぼ全般認められる)
これはあまり望ましいことではなく、厳格にしていく必要があると述べていた
（いかがわしい雑誌も許されるのだということをわざわざ説明された記憶があるかも）
テレビも見れるようになっている（受刑者のくせにぜいたくなのではと言いたげな感じ）
＜入浴・食事＞
入浴の時間は厳しい　数十分で体を洗うのと、中につかるのとを交代でやるが大変
入れない日もある(何日かに1回だった気がする　多分2日か3日かと思われる)
部屋は意外ときれいにしてあった　散らかっているということもないし物は少ない
食事は自分たちで自分たちの分を自炊
量は少なすぎるというわけでもない気がした
＜職員＞
休みの日であっても近くの住居に住み込んでいるので、呼び出されることもある（？
職員の数も足りておらず、是非増えることを願っている
2000人くらい働いている(受刑者？)
職員420人程度で夜勤が34人でやっている
夜も眠れないような状況
呼び出しのようなものがかかればすぐに出て行かなければならない
完全なる人手不足であり、辛いものがある
職員の苦しい境遇が見受けられた
毎日のように喧嘩や暴動がおこり、何もない日はない（女子の方も同じ）
手に負えないような者もいて、職員は嘆いていた(自分の排泄物を投げる者がいると言及)
＜自殺者＞
自殺者がでないようにすることも注意が必要なことだということだった
しっかりと「拘禁」を貫くことを重んじているようだった
実際、見学中に、やろうと思えば出来そうなのにする人はいないのかなと感じていたところだった
＜作業代＞
作業して給料が出るが、そこまでの代金にはならない
基準額は10段階で、何円・何銭単位
月3000円くらいが平均→年3万5000円にしかならない
＜教育・勤労支援＞
教育にも力を入れ始めている　背景は監獄法が変わったこと
勤労支援までしている←再犯をおかさせないため
初犯の場合はまちまち受刑中に就労先が決まることもあるが、一方で2・3回目の者はあまり(全く？) とってはもらえないという現状
